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長期経営ビジョン及び中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年度を初年度とし、2035 年度に向けた長期経営ビジョンとして「DID MUGENDAI 

SMILE VISION 2035」及び直近 3ヶ年における「第 13 次中期経営計画」を策定し、本日開催の取

締役会で決議しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１． 策定の背景・目的  

当社グループを取り巻く環境は、コロナ禍からの脱却後の社会環境の変化や、働き方改革や物

流の問題、日米の金利差による円安傾向の持続など、非常に厳しい状況が続くと予想されます。

このような状況の中で、不透明な社会情勢に対処するため、当社も変革を求められています。事

業構造と社内体制を大幅に改革し、社会課題に取り組みながら、社会と共に持続的成長を遂げる

企業としての基盤を築くため、長期経営ビジョンと中期経営計画を策定しました。 

 

２．概要  

（１）2035 年に目指す姿 

（定量目標） 売上高 1,500 億円 （560 億円：2024 年 3 月期実績） 

 

（２）前中計「第 12 次中期経営計画」の総括 

重点施策を中心に実行してまいりましたが、利益面において、想定を上回る鉄鋼材や副資材、

電力料等の上昇や、収益性の高い中国、アセアン向け受注が市場の低迷により大きく減収となっ

たことなどを要因として、目標未達に終わりました。一方、売上面は為替影響も追い風となり、

目標を達成して終えることができました。 

  

（３）長期経営ビジョン「DID MUGENDAI SMILE VISION 2035」 

当社のフィロソフィーであるＭＶＶ（ミッション・ビジョン・バリュー）に基づく成長戦略と

して、グローバル拡大戦略、サステナビリティ事業創造の 2軸により、人的資本経営をベースに

して更なる企業価値向上を目指します。 

 

●グローバル拡大戦略 

 グローバルサウス展開及び補修市場の開拓とシェア拡大 

 海外拠点間のクロスセルでグローバルシェア拡大 

 エンジニアリングによる特定分野の付加価値向上 

 M&A/パートナリングによる事業ポートフォリオ拡大 



●サステナビリティ事業創造 

 ビジネスモデル変革（部品事業から製品へ、そしてサービス事業へ） 

 移動困難者アシスト機器、3R事業、マイクロ水力発電等、社会的価値を追求 

 

（４）中期経営計画「第 13 次中期経営計画」 

 前中計での課題をしっかりと解決すべく、今中計は今後の事業拡大の土台として稼ぐノウハウ

づくり（利益創出）に注力していきます。 

 

モビリティー事業 

 設計段階からの原価管理と原価低減活動の推進 

 製品種の絞り込みと部品共通化の推進 

 IoT/センシング技術等を活用した生産 DX 推進 

 補修市場のグローバル拡販推進 

産機事業 

 多品種少量生産における生産管理技術の見直し 

 製品のモジュール化/部品共通化の推進 

 産機チェーンのグローバル拡販推進 

共通 

 現場改善人材の育成と仕組みの定着 

 事業別予算管理会計と PDCA プロセスの導入 

 

（定量目標） 

 

以 上 




























































